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なんでも相談所ご案内

新池田学問所

心配ごと相談員　紹介

第１回ふるさとチャレンジ塾

　６月８日(土)、新池田学問所ふるさとチャレ
ンジ塾が開催されました。田中学さん（内鎌）
を講師に迎え、約20人の町内小学生の参加によ
り農業体験入門編を行いました。小豆の植え付
けが終わった後、サプライズで小豆まんじゅう
をいただき、子ども達から「すごく美味しい！」
という歓声があがりました。「今度は植えた小豆
で作ってみたい」との意気込みも聞かれました。
　今後も支え合う気持ちを育くめるよう学びを
深めていきます。

「農業体験」を実施しました「農業体験」を実施しました

桜仙峡小豆ちゃん
大きくな～れ～

　５月９日に池田町ボランティア活動連絡会定例会を

開催しました。会長立野泰さん、副会長塩嶋知満子さ

ん、監事藤本正二さんが再任されました。定例会終了

後は実家の茶の間へ見学に行きました。「町内に誰で

も立ち寄れる場所があるのは安心」「初めて中に入っ

た。１階には皆で話せる広間、２階には子どもの遊び

場もあって、こんないい場所が町内にあると知れてよ

かった」等の声が聞かれました。

福田 光栄・平林 宣男・菱沼 智子

荒井　 勇・上條 雪子・丸山 史子

写真左から
（※敬称略）

～新規採用職員紹介～

発行：池田町社会福祉協議会　池田町大字池田2005-1　池田町総合福祉センター内　TEL 0261-62-9544　fax 0261-62-2680
　　　池田町社協 URL：http//www.ikedashakyo.or.jp　池田町社協E-mail：info@ikedashakyo.or.jp　印刷：㈲北辰印刷 



池田町社会福祉協議会会費ご協力のお願い

皆様からご協力いただいた会費は、
地域福祉事業に使用させていただきます。

☆災害時住民支え合いマップ研修会を開催しました☆

♪ ♪地域で子どもを育むプロジェクト
～信州こどもカフェ運営支援助成～

★各地区でも進められています ～４丁目の取り組み～★

　「安心して子育てがしたい」「障がいをもっていても介護が必要な状態になっても、
自分らしさを大切に、できる限り住み慣れた家・池田町で暮らし続けたい」という
願いの実現を目指します。

池田町各世帯の皆様に
お願いする会費です。

池田町社協の事業に賛同していた
だいた個人・団体対象の会費です。

池田町にある法人各
社にお願いする会費
です。
社協職員が直接伺い
ますので、ご協力を
お願いします。

　６月14日（金）に災害時住民支え合いマップ研修会を
開催し、自主防災会、民生児童委員、行政等55名が参加
されました。講師に中橋徹也氏（NPO法人いのちのポー
タルサイト監事）をお迎えし、災害時住民支え合いマッ
プの意味と必要性について、また、支援計画の目的と活
用方法について、講演していただきました。

　「高齢者の一人暮らし、高齢者のみ世帯が増え、日頃の
支え合いがとても大切だと思いました」「隣近所の安全確
認を行う訓練をしてみたいと思いました」との感想が聞
かれました。

　４丁目では、６月15日（土）に中橋先生をお迎えし、地域支え合い研
修会を開催しました。「支え合いの仕組みを作る中で、組織の検討をした
いと考え、７月には、班ごとに支え合いマップを作成するための講習会
を開催し、８月には、マップを活用した避難訓練を実施する予定で、班
ごとに要支援者の支援方法を検討したいと考えています」と宮本自主防
災会長が話されていました。
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収入総額   371,920,893 円

平成30年度　池田町社会福祉協議会　事業・会計報告平成30年度　社会福祉事業決算について

資金収支計算書 日頃から、池田町社協の諸事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。

支出総額   325,782,380 円

　４月18日に「桜を楽しむ会」を開催しました。今年は安曇

野市拾ヶ堰の桜や芝桜を見に行きました。50名の方が参加し、

ボランティアさん手作りのおいしい昼食を

食べたり、カラオケやビンゴをして楽しみ

ました。参加された方からは「桜と芝桜が

とてもきれいで、素敵な場所に行けてよかっ

た」「皆と話して笑って楽しかった」との声

が聞かれました。

　５月12日13日に

金沢方面へ旅行に

行きました。

　温泉にゆっくり

浸かったり、のと

じま水族館や兼六

園を観光し楽しみ

ました。



収入総額   371,920,893 円

平成30年度　池田町社会福祉協議会　事業・会計報告平成30年度　社会福祉事業決算について

資金収支計算書 日頃から、池田町社協の諸事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。

支出総額   325,782,380 円

　４月18日に「桜を楽しむ会」を開催しました。今年は安曇

野市拾ヶ堰の桜や芝桜を見に行きました。50名の方が参加し、

ボランティアさん手作りのおいしい昼食を

食べたり、カラオケやビンゴをして楽しみ

ました。参加された方からは「桜と芝桜が

とてもきれいで、素敵な場所に行けてよかっ

た」「皆と話して笑って楽しかった」との声

が聞かれました。

　５月12日13日に

金沢方面へ旅行に

行きました。

　温泉にゆっくり

浸かったり、のと

じま水族館や兼六

園を観光し楽しみ

ました。



社協報いけだ
2019　№280

７月号

「社協報いけだ」は共同募金配分金で発行されています。

なんでも相談所ご案内

新池田学問所

心配ごと相談員　紹介

第１回ふるさとチャレンジ塾

　６月８日(土)、新池田学問所ふるさとチャレ
ンジ塾が開催されました。田中学さん（内鎌）
を講師に迎え、約20人の町内小学生の参加によ
り農業体験入門編を行いました。小豆の植え付
けが終わった後、サプライズで小豆まんじゅう
をいただき、子ども達から「すごく美味しい！」
という歓声があがりました。「今度は植えた小豆
で作ってみたい」との意気込みも聞かれました。
　今後も支え合う気持ちを育くめるよう学びを
深めていきます。

「農業体験」を実施しました「農業体験」を実施しました

桜仙峡小豆ちゃん
大きくな～れ～

　５月９日に池田町ボランティア活動連絡会定例会を

開催しました。会長立野泰さん、副会長塩嶋知満子さ

ん、監事藤本正二さんが再任されました。定例会終了

後は実家の茶の間へ見学に行きました。「町内に誰で

も立ち寄れる場所があるのは安心」「初めて中に入っ

た。１階には皆で話せる広間、２階には子どもの遊び

場もあって、こんないい場所が町内にあると知れてよ

かった」等の声が聞かれました。

福田 光栄・平林 宣男・菱沼 智子

荒井　 勇・上條 雪子・丸山 史子

写真左から
（※敬称略）

～新規採用職員紹介～

発行：池田町社会福祉協議会　池田町大字池田2005-1　池田町総合福祉センター内　TEL 0261-62-9544　fax 0261-62-2680
　　　池田町社協 URL：http//www.ikedashakyo.or.jp　池田町社協E-mail：info@ikedashakyo.or.jp　印刷：㈲北辰印刷 


